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２０１５年度社会学科 卒業論文・修士論文題目一覧
＜卒業論文＞
【秋吉美都ゼミナール】
曖昧化するインターネット空間と現実空間
――ソーシャルメディアがもつ身体性―― 大塚 奈月
「自撮り」にはまる若者たち――SNSへの写真投稿
に見られる男女差―― 渡辺 久美
何が若者を投票参加に導くのか――メディア接触の
観点から―― 山際 健伸
分断する SNS――SNS利用による同質化の深化――
小林 優里
なぜ大学生はお酒を飲むのか――アンケート調査か
らみる飲み会―― 坂本 侑生
劣等感にまけるな――対人恐怖と戦う若者たち――
國分 愛
SNSから見た大学生の恋愛事情
――恋人がいる学生といない学生の、SNS利用と
意識の違いについて―― 門野 新奈
東京への憧れか地元への愛着か
――石川県出身学生へのインタビューから見る上
京・Uターン意識―― 橋 真理恵
その情熱はどこから湧き上がるのか――書店員の内
的モチベーションの要因―― 安達 彬子
歩道を走る「車」――自転車を取り巻く環境と黙認
され続けてきた逸脱行為 井上 耀介
ペットによる人間の共感形成――動物病院ではどの
ような会話が生まれているのか―― 大村 絢香
【宇都榮子ゼミナール】
児童虐待死亡事例から見る「しつけ」と「虐待」
――なぜ児童虐待が起きてしまうのか―― 本谷 奈津美
スマートフォンと少年犯罪――子どもたちを犯罪
加害者にさせないために―― 太田 理保
現代の児童虐待について――貧困化からの考察――
高橋 優子
児童養護施設の現状を踏まえて考える児童養護施設
におけるアフターケア 岩崎 佳史
日本における里親委託の課題
～海外と比較して～ 山口 惠
育児をしやすい環境を
～孤育てを改善するために～ 今地 菜穂子
現在の不登校問題
～子どもの個性に合わせた支援～ 大木 雄斗
少子化対策の現状と課題～「就労と子育て」と
「地域での子育て支援」の視点から～ 高野 賢太
子どもにとっての遊びの意義～遊びを通じて子を育
む～ 滝川 茉里
共働き家庭における子どもの成長についての一考察
～ある家庭の一例に焦点をあてて～ 佐野 莉々花
少子化の日本で待機児童が生まれる理由～現代社会
における保育の必要性～ 羽深 彩乃
児童養護施設退所者の現状と支援の課題――施設退
所者の動向に着目して―― 長谷部 広宣
【大矢根淳ゼミナール】
特定非営利活動法人アルデンテでの参与観察とトン
プーさんへの聞き取り調査から、住みよい「まち
づくり」を考える～麻生区区民会議の取り組みを
紐解きながら～ 永峰 沙綾
災害拠点病院に現れる組織内的特性をグラウンデッ
ド・セオリー・アプローチによって明らかにする
～医師へのインフォーマル・インタビューを通し
て～ 阿部 恭也
第一次集団としての理事会が大規模な菅町会を成り
立たせていることを考察する～菅町会長への聞き
取り調査を通じて～ 柳川 絵里
柳田風景論に基づき解釈する富岡町民（強制避難対
象者）がもつ「さくら」と「浜」への想いによっ
て模索された生活の選択肢～聞き取り調査、写真
観察法により明らかにする～ 池田 和希
旧７ヵ町村における顔が分かる「横のつながり」を
共同性から考察する～花崎町・上町自主防災組織
の聞き取り調査から読み取る成田祇園祭・女人
講・成田小学校の維持する関係性～ 椎名 彩賀
「みずべマルシェ in北上川」において「ニッチを
モットーにするミズベリング」が形成される過程
を「心の外部性を伴う信頼・規範・ネットワー
ク」から考察する～森光雅さんへのインタビュー
調査から～ 國保 悠
ローラーコースター・モデルと価値付加理論を用い
て震災（離）婚プロセスの基本形を提唱する
～東日本大震災・ヒューゴ台風の事例から～
井上 由梨
生活防災から考察する実践共同体の構築により回復
する地域的連帯～宿河原合同防災訓練への参与観
察より～ 金丸 隆史
原子力発電所が立地地域にもたらす影響について考察する
～茨城県那珂郡東海村原子力発電所関連会社従業
員のライフヒストリー～ 齋藤 郁
家庭内・地域社会関係資本から考察する子どもの
「新しい貧困」～足立区でのフィールドワーク
より～ 滝元 晴香
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「希望の牧場・ふくしま」における家畜の経済価値
に代わる新たな使用価値を考察する～吉沢正巳
代表への聞き取り調査を通して～ 池野 優香
被災後も続く陸前高田市高田町のうごく七夕まつり
における駅前組の『ナンバンを立て、山車を動か
す』という意地～京都の山鉾祭礼における伝統的
協働の枠組みから考察する～ 小川 修平
日本の再生資源回収業の発展過程から、発展途上国
の新たな産業形成の同一性を考察する～古着屋で
の参与観察とインタビュー、カンボジアでの現地
調査から～ 大熊 夏輝
【勝俣達也ゼミナール】
女性の就労
――事例から見る女性の継続就労と再就職――
嶋田 怜奈
食の外部化が進む現代社会
――「家族団らん」は失われたのか―― 横溝 千春
人がペットに求めるものに関する検討 高橋 美穂
現代の若者における「ひとりぼっち恐怖」の現状と
要因 平野 彩夏
女性が家事・育児をしながら働き続けるためには
大嶋 なつめ
都市生活における通勤移動の役割 金澤 咲子
演劇の魅力について――テレビ、映画と比較しなが
ら―― 宮内 愛
「ゆとり世代」の本当の姿と働きすぎる若者 宮川 裕奈
小説・漫画の映画化に関する様々な変化 澤邉 亮
初対面の人間への対応に影響を与えている要因
鈴木 皐月
SNSにおける「空気の圧力」と「他人への配慮」
酒井 優作
能力開発の個人主義化と教育への要請 岡本 祐一朗
【川上周三ゼミナール】
「アニメ好き」への価値観――逸脱イメージの変容
と中和―― 塩川 晴香
変身が好きな国ニッポン――コスプレカルチャーを
事例研究に―― 塩高 芳子
働く女性が子どもを産み育てやすい環境とは 山下 美早紀
町おこしとしての音楽フェス――SWEET LOVE
SHOWERを例に挙げて―― 長久保 咲
プロ野球応援はなぜ盛り上がるのか――宗教という
観点からの分析―― 川幡 小珠美
【後藤吉彦ゼミナール】
人間を表象する人工知能 瀧 智寛
『ワンピース』はなぜ読まれるのか――感情移入か
ら見るマンガの力―― 板橋 佑
ライブストリーミングから生まれる新たなリアルな
現場 松村 将
２次元アイドルのみかた――『うたの☆プリンスさ
まっ♪』にハマる女性たち―― 相田 千夏
ネットメディアの特性――「メディア論」から考え
る「ネットいじめ」と「炎上」―― 中村 公平
視聴者を惹きつける映画の力――構造主義から見る
映画のコンテンツ分析―― 塩谷 ゆい
ディズニー化する社会とスターバックス 葛上 恵理
LINEから見る現代コミュニケーション 黄葉 良祐
大量消費社会の克服方法
――アップサイクルの提案―― 猪野 裕司
痛バッグを使う理由――多様化する社会の中で承認
されるためには―― 坂井 真美
女装文化の外見が持つパワーと産業との関わり
齋藤 加奈
性別を越えたキャラクターたちの表象
――性別二元論からの逸脱―― 國分 のどか
「女子校」という言葉のイメージと現実の「女子
校」のずれ――現実とイメージの比較によって
分かること―― 佐々木 紫帆
なぜファストファッションは多くの人に消費される
のか 浦野 桃子
占いが少女たちに消費される理由
――「わたし」をさがすための占い―― 増井 志織
なぜ現代の若者は「死」を選ぶのか――定型化した
人生から見る生きづらさと自殺の関連性―― 長井 辰祐
【今野裕昭ゼミナール】
由布院の内発的発展におけるアイデンティティと
リーダー 大久保 貴斗
地域住民による自主的な防犯活動の効果的方法
井上 彩音
コミュニティの変化に伴う地域活性化の変容 依田 峻弥
犯罪と地域コミュニティの関係性 西田 侑矢
住民参加型コンパクトシティ 園田 幸平
住民による地域運営と行政のかかわり方 鈴木 健弘
伝統的な祭りと共同体 八田 彩歌
町内会を基盤とした防災コミュニティ形成のための
要因――新たな防災町づくり―― 安部 衛
原宿における住民の想いと緑化率への影響
――戦後の住民のどのような想いによって形成・維
持されてきたのか―― 佐藤 元紀
自立したモンゴルの社会を目指すにあたって
――資源開発を中心とした内発的発展の可能性を
探る―― 森住 衿子
【嶋根克己ゼミナール】
自己満足による美容整形
――「コンプレックス解消」からの脱却―― 山下 栞
ゲームの時代の若者達――自己責任を強いられる
社会―― 人見 至
希望を示せない学校――自己愛と閉塞感の中で
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生きる若者たち―― 内田 菜々
操られる「自由」――広告表現の変容から読み解く
購買行動―― 泉澤 恵
子どもの貧困と世代間連鎖
――自己責任論を越えて―― 平松 小葉
なぜ大学生は他者と比較するのか――失われたアイ
デンティティを求めて―― 湯澤 時生
マス・メディアが生み出す同調と差異――熱狂と
しての流行現象―― 上田 文平
現代社会に存在する「ウソ」――就職活動と SNS
における必要性―― 石川 達也
【長島怜央ゼミナール】
落書きによる地域景観悪化問題に対する商店街の取
り組み――下北沢の事例―― 松村 謙吾
多文化共生を支えるものはなにか――神奈川県横浜
市・大和市の「いちょう団地」を事例として――
中村 侑里香
児童虐待と地域の関係性――育児に悩む親子を救う
ためになにができるのか―― 小林 由佳
生活の場としての学校施設――子どもを支える理念
の展開―― 川島 杏奈
ホームレスの実態と偏見――どのような人がホーム
レスになるのか―― 桑野 紗妃
教育現場と地域における言語教育と母語保障――外
国につながる子どもの充実した教育に向けて――
柳田 真奈
プロ野球チームが地域住民に及ぼす社会的効果
――横浜 DeNAベイスターズを事例として――
倉本 修平
現代社会における若者の「居場所」の必要性――心
のよりどころがない中学生を明るい未来に導くた
めに―― 原 和史
学校における子どもたちの居場所確保の困難――い
じめの変化とスクールカースト・キャラ化に着目
して―― 玉野 奏海
観光まちおこしの可能性と課題――茨城県の取り組
みから「食」による地域活性化を考える――
袖山 萌
仲が良いのになぜ母親は娘の人生を支配してしまう
のか――母親の願望と娘の罪悪感から生まれる確
執―― 丹沢 友美
なぜ大学生は就活自殺してしまうのか――昨今の就
職活動と大学生という年代が持つ不安定性を要因
に―― 久山 英里佳
海外から見た日本と日本人のイメージ――アイドル
グループ「嵐」から考える―― 大橋 美彩子
ショッピングセンターの集客力とは何か――ラゾー
ナ川崎プラザを事例に―― 武子 陽香
K－POPアイドル東方神起ファンからみる中高年女
性ファンの実態――共感することで成り立つ関係
性―― 内田 紅葉
【馬場純子ゼミナール】
高齢者の意思表明と周囲への影響――多死社会の日
本で自らが望む「平穏死」を迎える―― 浅川 詩織
介護福祉と地域づくり 木村 薫
現代の若者の「恋愛と結婚」「合コンと婚活」と
その傾向に関する研究
――「合コン」と「婚活」について―― 齋藤 浩平
ガールスカウト活動における人間関係 松田 瑠璃夏
認知症高齢者を支える家族の現状と課題 品川 友里江
高齢者の理想の住処とは 鈴木 奈々子
福祉現場で介護職員が育たない理由
――有能な管理者の不足 椎名 建介
施設介護職員不足の理由と改善への動き 藤原 翼
高齢者観と学校教育 佐野 優貴
【樋口博美ゼミナール】
９.１１以降のアメリカ的正義の変容――コミックス
ヒーローの特殊性とその共通理念―― 中井 樹生
寿町の寄せ場・ドヤ街とアートプロジェクト
――社会からの排除と包摂―― 木村 航平
郷土料理の伝承から見る日本の生活構造の変化
宮田 将紀
就職活動に追いつめられる大学生――日本特有の慣
行方式がもたらすプレッシャー―― 鈴木 まりこ
温泉地における観光まちづくりの担い手形成
――湯布院と熱海を事例として―― 金田 和彦
魅力的な街であり続ける吉祥寺――吉祥寺を「いま
一番住みたい街」とした戦略的街づくりコミュニ
ティ―― 松田 千亜紀
高まる現在の若者の地元志向
――若者の主体的選択を育てる「地方」―― 林部 恭子
都市農業を支える
――練馬区の農の保全と振興を事例に―― 伊藤 卓哉
ファンのアイドルに対する親近感
――アイドルの「実像」の存在―― 中野 友美
消費社会における女子生徒の制服
――なぜ学校制服でおしゃれを楽しむのか――
板倉 詩織
求められる生活者コミュニティの力
――“ソフト”が担う“よりよい社会”―― 伊藤 夕香子
日本のカースト集団における地位の確立 天野 真梨菜
現代の妖怪の認識 疋田 凱土
２４時間社会と睡眠
――社会の影響を受ける夜間の過ごし方―― 濱崎 綾香
【広田康生ゼミナール】
国際ツーリズムの光と陰――国際ツーリズムは開発
途上国を救うことができるのか―― 鈴木 麻葉
現代における街づくりの重要性 飯田 司
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日本における地域づくりの現状と方向性
――特に限界集落再生に焦点をあてて―― 望月 輝人
インバウンド観光がもたらす経済効果 佐藤 輝謙
現代の移住と人の生き方――沖縄出身者の移動――
小田 麻由
【藤山嘉夫ゼミナール】
ホームドラマにみる家族観 松下 万葉
母娘関係における母親の支配性 吉田 遥
「ひとり」が溢れる現代社会
――現代社会の「生きづらさ」と「ひとり」 井澤 理菜
少子化時代の子ども観と子育て意識 能條 春香
家族化するペットとの共生
――動物愛護先進国になるために 高平 円
親子関係――父親の家事育児参加 中山 祥子
福島の問題から考える
――福島の問題に対する意識・関心 橋本 椎菜
きょうだいと性格 道園 菜美子
スポーツと社会のメンタルの関係性 崎野 澄音
＜修士論文＞
日中のコミュニティにおける防災活動の実証的比較研究
――「地区防災計画制度」と「防災模範社区制
度」を例に―― 金 思穎
128
